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D-5 成田国際空港におけるバードストライク対策の効果に関する研究 
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１．はじめに 

航空機でのバードストライク（以下，BS）は，重大

な事故につながる可能性もあり，飛行の安全性が損な

われる重大な問題である。さらに，BSが発生すると離

着陸の安全性確保の観点から滑走路を一時的に閉鎖し

て死骸などが落下していないかを点検するため，航空

機の定時性が損なわれてしまうことも問題となってい

る。BS対策として，成田国際空港株式会社（以下，NAA）

では緑地帯の草刈りや鳥の駆除，調整池へのテグス設

置などの対策を講じているが，図－１に示すように成

田国際空港（以下，成田空港）でのBS件数は近年増加

傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ BS発生件数 

松井１）の研究により，成田空港でのBSは，時期は夏

季（７月・８月），時間帯は早朝６時から10時，発生個

所はB滑走路北側で最も多く発生しており，鳥の種類

は燕が多いことが明らかとなった。また，BS発生状況

は滑走路別・方向別の離着陸回数との関連性は小さい

ことも明らかとなった。 

これらを踏まえて本研究では，BSが多く発生してい

る上記の時期，時間帯，場所で重点的にBS対策を実施

し，BS発生の抑止を図り，その効果について検証する

ことを目的とする。また，既存研究のフォローアップ

および追加分析も行い，成田空港における今後のBS対

策について知見を得る。 

２．本研究で実施したBS対策  

 本研究で実施したBS対策を以下に示す。 

（１）セグウェイを用いたバードパトロール（以下，

BP） 

セグウェイを用いて B 滑走路北側の場周道路上（図

－２）において BP を７月 15 日から７月 18 日，７月

22 日から７月 25 日の 10 日間の７時から９時に実施し，

飛来する鳥について監視を行った。鳥が飛来した場合

には，空砲等により空港外への追い払いを行った。 

 

図－２ BP コース 

（２）猛禽類による据え回し（以下，鷹匠） 

B 滑走路北側の場周道路と防音堤内（図－３）にお

いて鷹匠を８月４日から８月 20 日に実施し，害鳥の空

港内への侵入および防音堤への住み着き防止を図った。 

 

図－３ 鷹匠実施範囲 

３．実施したBS対策の効果検証方法 

実施したBS対策の効果を検証するため，ビデオ撮影

による鳥の観測調査をBS対策の実施前・中・後に行い，

鳥の出現回数をカウントし，鳥の出現回数の変化を検

証した。また，BS件数の推移の分析，１日５回のBP

時に鳥の個体数を記録している場面点検データの分析

も行い，総合的に実施したBS対策の効果を検証した。

図－４にカメラ設置位置と撮影方向を示す。 

 

図－４ カメラ設置位置と撮影方向 
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４．鳥の出現回数カウント集計結果 

（１）セグウェイを用いた BP 

BP 実施期間の鳥出現回数の推移を図－５に示す。

BP 実施前と BP 実施中の鳥の出現回数の平均をとる

と，実施前は１日平均 153 回であったが，実施中は１

日平均 95 回であり，約 38%減少した。鳥の出現回数

の推移も減少傾向にあることから，BP の効果が表れ

ていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ BP 実施期間の鳥出現回数推移 

（２）鷹匠 

鷹匠実施期間の鳥出現回数の推移を図－６に示す。

７月 31 日（鷹匠実施前）と８月 13 日（鷹匠実施中）

を比較すると，８月 13 日の鳥の出現回数が約 38%減

少した。天候条件はほぼ同様であったことからも，鷹

匠の効果が表れていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 鷹匠実施期間の鳥出現回数推移 

５．BS 件数の推移の分析結果 

対策を実施した B 滑走路北側の 2013 年から 2014 年

の７・８月の BS 件数を図－７に示す。パイロットが

鳥類との衝突を認識あるいは可能性があったことを報

告するパイロットレポート（以下，PR）は，成田空港

での離着陸時に発生した事案であり，機体点検は，出

発地空港や上空で発生した事案を含むものである。

2013 年と 2014 年を比較すると，機体点検は，７月は

変化がなく，８月は２件増加した。それに対して，PR

は，７月は３件，８月は６件それぞれ減少しており，

成田空港での離着陸時の BS が減少したといえる。以

上のことから，滑走路上の鳥を追い払い，侵入の抑止

ができていると考えられ，BS 対策の効果が表れている

と考えられる。 

 

図－７ Ｂ滑走路北側の BS 件数(2013 年から 2014 年) 

６．場面点検データの分析結果 

 セグウェイを用いた BP と鷹匠の実施により，鳥の

個体数がどのように変化したか統計的に検定するため，

実施前と実施中でｔ検定を行った。その結果，セグウ

ェイを用いた BP は，５%有意水準で鳥の個体数に有

意な差は見出せなかったが，鷹匠は，実施中の鳥の個

体数の方が５%有意水準で少ない結果となった。 

このことから，セグウェイを用いたBPと鷹匠では，

鷹匠の方がより効果が表れているといえる。 

７．おわりに 

 本研究では，成田空港で BS 対策を実施し，その効

果について検証した。セグウェイを用いたBPと鷹匠，

ともに BS 対策実施中において鳥の出現回数が減少傾

向にあった。また，BS 対策を実施した B 滑走路北側

で離着陸時の BS が減少したことから，実施した BS

対策は一定の効果が表れていると考えられる。 

今回実施した BS 対策の課題としては，BP では，鳥

の追い払いが空砲でしか行えなかったため，鳥がすぐ

に慣れてしまっていた印象があった。これには，さら

に大音量な空砲を使用することや，何らかの実砲で追

い払いを行うことで，より効果が表れると考えられる。

また，鷹匠は鷹が飛行機に慣れるのに時間がかかり，

飛行機に慣れてもそれほど広範囲を動けてはいなかっ

た。鷹がさらに広範囲を動くことができれば，より効

果が表れると考えられる。 
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